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いわて産業振興センターに関連する事業紹介です

INDUSTRY INFORMATION IWATE
（公財）いわて産業振興センター広報誌

新春企画



自動車産業をメインに、
医療・福祉分野でも世界を

ターゲットに技術開発

㈱ピーアンドエー
テクノロジーズ

　日本経済にも激震が走ったリーマン・ショック。その翌
年の平成21年に、ハード・ソフトウェアの開発メーカーとし
てスタートしました。社歴は浅いのですが、メンバーは組
み込み業界で10年から20年以上キャリアを積んできた
技術者が主体。創業時からの代表的製品のひとつであ
るUSB接続型デジタルオシロスコープも、メンバーが以
前在籍していた企業で開発した技術をベースとしていま
す。リーマン・ショックは好調だった半導体産業の急激な
凋落を引き起こしましたが、当社では創業時から自動車
関連事業を柱に据え、大手輸送機器メーカーとの直接
取引も実 現しました。得 意 分 野は電 子 制 御 ユニット

（ECU）関連機器やUSB関連機器、計測制御関連機器
などの開発であり、回路設計から筐体設計までを一貫
体制で行うことができるのが強みです。
　当社ではさらに組み込みシステムの受託開発にも取り
組んでおり、その中から生まれたCAN（Cont ro l l e r 
Area Network）やLIN（Local Interconnect Net-
work）などの車載通信システムを監視したり模擬できる
通信シミュレータ・モニタのViCSiM（ヴィクシム）は、高度
に電子化された自動車を開発するツールのひとつとして
重要なもの。自動車には１台につき300個ものコンピュー
タが搭載されているといわれ、システム間のデータトラ

フィックの監視や解析が製造者に求められますが、東
北では当社以外にこのような装置を製作している企業
はなく、国内でも数社のみ。他社がやらない「ニッチで
グローバル」な分野が目指すところです。
　CANとLINは国際規格として広く世界中で使用され
ており、マーケットは日本だけに留まりません。
　平成24年には中国での展示会にデジタルオシロス
コープをメインに出展し、「海外でも売れる」という手応え
を得ました。その後はジェトロなどの支援を受けながらリ
サーチとアプローチを重ね、現在は上海とマレーシアに
販売代理人を置き、韓国には開発パートナー企業が誕
生しています。
　さらに当社では５年前から産学連携で福祉機器の開
発にも取り組んでおり、組み込みシステム技術のノウハウ
を活かしたリハビリロボットの量産化も視野に入ってきま
した。福祉や医療の分野でも、中国はじめアジアは有望
なマーケットです。これまでの４年はいわば「種まき」でし
た。これからが刈り取り期と考え、事業展開していきたい
と考えています。

代表取締役　大 関  一 陽

C O R P O R A T E  D A T A

本　　社 盛岡市永井16-13-1
電　　話 019-637-8330

創　　業 平成21年（2009）9月2日
U　R　L http://www.pa-tec.com/

グローバル経済の進展を見据え、
積極的に「岩手」ブランドを

世界に発信

JI-GLOBA㈱
代表取締役　立 花  裕

　「いわての優れた商品を世界へ輸出」を目的に新たに創
業したのが平成22年。現在では食品や日本酒はもちろん県
内外の産品、住宅機器、建設資材などの輸出入事業およ
び、服飾・文具・雑貨・建築資材の海外生産および販売も手
がけ、さらに国内メーカーからの製造受託事業など多岐に
渡る事業を展開しています。現地法人は中国と香港、オセア
ニアに置き、ほか東京に海外事業部を展開。ここ盛岡市の
本社には、県内企業として一番最初の取得となった輸出酒
類卸売業免許にともない、酒の蔵置場も設置されています。 
　しかしながら、当社のこれまでの道のりは平坦ではありま
せんでした。当初主力展開をしていた建築資材の海外生産
事業は、リーマン・ショックにより価格が暴落。ちょうどその頃に
岩手県大連経済事務所が設置されたこともあり、中国市場
へ日本産食品の輸出に舵を切りました。しかし東日本大震災
にともなう原発事故や尖閣諸島問題などの影響で市場が止
まってしまったのです。この試練は逆にアジア全体に目を向け
るきっかけとなり、その後の香港、マカオ、台湾市場開拓への
原動力となっていきました。近年はタイやベトナムなどのアセ
アンにもトライアルを始めています。
　和食のユネスコ無形文化遺産登録を追い風に、世界で
は日本の食品が注目を集めていますが、世界市場で「岩手」
のブランドバリューはまだまだ低い。ではどんな形でブランド化

を目指すのか。「南部（NANBU）」「三陸（SANRIKU）」と
いう海外でも知られたキーワードから、南部なら「杜氏」「鉄
瓶」、三陸であれば「吉浜（きっぴん）アワビ」「さんま」というよ
うな、高品質な岩手産品を連想できる「地域、産地のまるごと
ブランド化」ができれば素晴らしいと思います。もちろん世界
市場に出せる商品は他にも数多くありますが、世界という巨
大市場では安定的な価格が重視されるため製品ロット数が
少ない地方のメーカーには不利。ですが、そんなハンデをも
乗り越えていける「ブランド」づくりこそ今後は必要になって
いくと考えています。例えば県内多くの蔵元が醸造した岩手
県の最上級酒米を使った純米大吟醸「結の香」のように、企
業単体ではなくもっと大きな枠組みで取り組んでいくことが重
要です。そこから共同工場の建設などの新たな可能性も出
て来るかもしれません。 
　全国には積極的な輸出戦略をとる自治体も多く、今後は
地域間で「輸出事業者」と「地元生産者」という２極化が進
むと予測されます。岩手がこの潮目に乗り遅れないよう、当社
の県産品輸出に関する知識や経験を伝え、海外と地域社
会を結ぶパイプ役になりたいと考えています。
C O R P O R A T E  D A T A

本　　社 盛岡市上堂3-16-15
電　　話 019-648-8234

創　　業 平成12年（2000）1月
U　R　L http://www.ji-globa.com/info2.html

今年の抱負

公益財団法人 いわて産業振興センター

理事長　立花 良孝

　明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。

　平成29年は、当センターが、昭和42年に前身の「岩手県中小企業設備

貸与公社」として設立されてから50周年の大きな節目を迎えます。

　これもひとえに、産業界関係者並びに会員の皆様、国・県当局はじめ

関係機関の皆様の長きにわたるご支援の賜物と心から感謝申し上げます。

　これからも、産業界のニーズに適切に対応しながら、岩手の発展に一層、

貢献して参りますので、引続き、ご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い

申し上げます。

　さて、今年は、酉年、飛躍の年であります。「産業情報いわて１月号」では、

酉年にふさわしく、世界に羽ばたく岩手の企業を特集しました。

　グローバル化は岩手の中小企業にとっても避けられない課題であり、

当センターでも関係機関と連携しながら、プロフェッショナル人材の確保や

販路開拓、海外進出支援など様々なメニューで後押ししたいと考えて

います。どうぞ、お気楽に、当センターをご活用ください。

　今年も、「産業情報いわて」をご愛読いただきますようお願い申し上げ

ますとともに、皆さまにとって良い一年となりますことをお祈り申し上げます。

世界に羽ばたく
岩手企業

新年のごあいさつ

2017年が幕を開けた。今年の日本経済は、景気回復の見通しは…。
さまざまな要因が複雑に絡み合う日本社会から、いち早く海外に

ビジネスチャンスを見出した企業がある。
岩手から世界へ、羽ばたくトップが抱負を語る。

新 春 企 画

2 3

自動車産業をメインに、
医療・福祉分野でも世界を

ターゲットに技術開発

㈱ピーアンドエー
テクノロジーズ

　日本経済にも激震が走ったリーマン・ショック。その翌
年の平成21年に、ハード・ソフトウェアの開発メーカーとし
てスタートしました。社歴は浅いのですが、メンバーは組
み込み業界で10年から20年以上キャリアを積んできた
技術者が主体。創業時からの代表的製品のひとつであ
るUSB接続型デジタルオシロスコープも、メンバーが以
前在籍していた企業で開発した技術をベースとしていま
す。リーマン・ショックは好調だった半導体産業の急激な
凋落を引き起こしましたが、当社では創業時から自動車
関連事業を柱に据え、大手輸送機器メーカーとの直接
取引も実 現しました。得 意 分 野は電 子 制 御 ユニット

（ECU）関連機器やUSB関連機器、計測制御関連機器
などの開発であり、回路設計から筐体設計までを一貫
体制で行うことができるのが強みです。
　当社ではさらに組み込みシステムの受託開発にも取り
組んでおり、その中から生まれたCAN（Cont ro l l e r 
Area Network）やLIN（Local Interconnect Net-
work）などの車載通信システムを監視したり模擬できる
通信シミュレータ・モニタのViCSiM（ヴィクシム）は、高度
に電子化された自動車を開発するツールのひとつとして
重要なもの。自動車には１台につき300個ものコンピュー
タが搭載されているといわれ、システム間のデータトラ

フィックの監視や解析が製造者に求められますが、東
北では当社以外にこのような装置を製作している企業
はなく、国内でも数社のみ。他社がやらない「ニッチで
グローバル」な分野が目指すところです。
　CANとLINは国際規格として広く世界中で使用され
ており、マーケットは日本だけに留まりません。
　平成24年には中国での展示会にデジタルオシロス
コープをメインに出展し、「海外でも売れる」という手応え
を得ました。その後はジェトロなどの支援を受けながらリ
サーチとアプローチを重ね、現在は上海とマレーシアに
販売代理人を置き、韓国には開発パートナー企業が誕
生しています。
　さらに当社では５年前から産学連携で福祉機器の開
発にも取り組んでおり、組み込みシステム技術のノウハウ
を活かしたリハビリロボットの量産化も視野に入ってきま
した。福祉や医療の分野でも、中国はじめアジアは有望
なマーケットです。これまでの４年はいわば「種まき」でし
た。これからが刈り取り期と考え、事業展開していきたい
と考えています。

代表取締役　大 関  一 陽

C O R P O R A T E  D A T A

本　　社 盛岡市永井16-13-1
電　　話 019-637-8330

創　　業 平成21年（2009）9月2日
U　R　L http://www.pa-tec.com/

グローバル経済の進展を見据え、
積極的に「岩手」ブランドを

世界に発信

JI-GLOBA㈱
代表取締役　立 花  裕

　「いわての優れた商品を世界へ輸出」を目的に新たに創
業したのが平成22年。現在では食品や日本酒はもちろん県
内外の産品、住宅機器、建設資材などの輸出入事業およ
び、服飾・文具・雑貨・建築資材の海外生産および販売も手
がけ、さらに国内メーカーからの製造受託事業など多岐に
渡る事業を展開しています。現地法人は中国と香港、オセア
ニアに置き、ほか東京に海外事業部を展開。ここ盛岡市の
本社には、県内企業として一番最初の取得となった輸出酒
類卸売業免許にともない、酒の蔵置場も設置されています。 
　しかしながら、当社のこれまでの道のりは平坦ではありま
せんでした。当初主力展開をしていた建築資材の海外生産
事業は、リーマン・ショックにより価格が暴落。ちょうどその頃に
岩手県大連経済事務所が設置されたこともあり、中国市場
へ日本産食品の輸出に舵を切りました。しかし東日本大震災
にともなう原発事故や尖閣諸島問題などの影響で市場が止
まってしまったのです。この試練は逆にアジア全体に目を向け
るきっかけとなり、その後の香港、マカオ、台湾市場開拓への
原動力となっていきました。近年はタイやベトナムなどのアセ
アンにもトライアルを始めています。
　和食のユネスコ無形文化遺産登録を追い風に、世界で
は日本の食品が注目を集めていますが、世界市場で「岩手」
のブランドバリューはまだまだ低い。ではどんな形でブランド化

を目指すのか。「南部（NANBU）」「三陸（SANRIKU）」と
いう海外でも知られたキーワードから、南部なら「杜氏」「鉄
瓶」、三陸であれば「吉浜（きっぴん）アワビ」「さんま」というよ
うな、高品質な岩手産品を連想できる「地域、産地のまるごと
ブランド化」ができれば素晴らしいと思います。もちろん世界
市場に出せる商品は他にも数多くありますが、世界という巨
大市場では安定的な価格が重視されるため製品ロット数が
少ない地方のメーカーには不利。ですが、そんなハンデをも
乗り越えていける「ブランド」づくりこそ今後は必要になって
いくと考えています。例えば県内多くの蔵元が醸造した岩手
県の最上級酒米を使った純米大吟醸「結の香」のように、企
業単体ではなくもっと大きな枠組みで取り組んでいくことが重
要です。そこから共同工場の建設などの新たな可能性も出
て来るかもしれません。 
　全国には積極的な輸出戦略をとる自治体も多く、今後は
地域間で「輸出事業者」と「地元生産者」という２極化が進
むと予測されます。岩手がこの潮目に乗り遅れないよう、当社
の県産品輸出に関する知識や経験を伝え、海外と地域社
会を結ぶパイプ役になりたいと考えています。
C O R P O R A T E  D A T A

本　　社 盛岡市上堂3-16-15
電　　話 019-648-8234

創　　業 平成12年（2000）1月
U　R　L http://www.ji-globa.com/info2.html

今年の抱負

公益財団法人 いわて産業振興センター

理事長　立花 良孝

　明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。

　平成29年は、当センターが、昭和42年に前身の「岩手県中小企業設備

貸与公社」として設立されてから50周年の大きな節目を迎えます。

　これもひとえに、産業界関係者並びに会員の皆様、国・県当局はじめ

関係機関の皆様の長きにわたるご支援の賜物と心から感謝申し上げます。

　これからも、産業界のニーズに適切に対応しながら、岩手の発展に一層、

貢献して参りますので、引続き、ご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い

申し上げます。

　さて、今年は、酉年、飛躍の年であります。「産業情報いわて１月号」では、

酉年にふさわしく、世界に羽ばたく岩手の企業を特集しました。

　グローバル化は岩手の中小企業にとっても避けられない課題であり、

当センターでも関係機関と連携しながら、プロフェッショナル人材の確保や

販路開拓、海外進出支援など様々なメニューで後押ししたいと考えて

います。どうぞ、お気楽に、当センターをご活用ください。

　今年も、「産業情報いわて」をご愛読いただきますようお願い申し上げ

ますとともに、皆さまにとって良い一年となりますことをお祈り申し上げます。

世界に羽ばたく
岩手企業

新年のごあいさつ

2017年が幕を開けた。今年の日本経済は、景気回復の見通しは…。
さまざまな要因が複雑に絡み合う日本社会から、いち早く海外に

ビジネスチャンスを見出した企業がある。
岩手から世界へ、羽ばたくトップが抱負を語る。

新 春 企 画

2 3



お知らせ お知らせ

　地域イノベーション戦略「いわて環境
と人にやさしい次世代モビリティ開発
拠点」では、第9回オートモーティブ
ワールドに「いわてショーケースカー」
を出展します。岩手の研究・技術・製品
を一堂に集め見える化し、オープンイノ
ベーションを促進させるためのツール
が、「いわてショーケースカー」です。
　通常は当センターに展示しています
が、2017年1月18日(水)～20日(金)は
展示室を飛び出し、東京ビッグサイトで
開催される第9回オートモーティブワー
ルドで岩手の技術力を国内の自動車
メーカー、商社、関連企業のみならず、グ
ローバルにPRいたします。
　製作から3年目となったいわてショー
ケースカーは65の企業・機関より236

の製品・技術を集めSpec3へと進化し
ました。またモビリティ周辺技術品も多
数展示し、まさに知のネットワークを結
集させた展示になります。
　自動車関連企業の皆様、産官学連携
に関心がある皆様をはじめとしてより
多くのご来場をお待ちしております。

I n d u s t r y  I n f o r m a t i o n

お申込・お問い合せ

I n d u s t r y  I n f o r m a t i o n

有限会社 応用栄養学食品研究所 代表研究員
一般社団法人　新日本スーパーマー
ケット協会客員研究員、食品表示管理士
検定委員、食品表示管理士検定試験講
師 、食 品 表 示 調 査 委 員 会 委 員 長 、
HACCP審査員、水産庁HACCP検討
委員会委員 等

公益財団法人 いわて産業振興センター 産業支援グループ　工藤・三上
☎０１９－６３１－３８２４　　  ０１９－６３１－３８３０
　 s_kudoh@joho-iwate.or.jp
岩手県商工労働観光部 産業経済交流課 屋代
☎０１９－６２９－５５３９　　  ０１９－６２３－２５１０

いわて食産業ビジネスフォーラムに
参加しませんか?
　今、岩手県内では、農商工連携等による地域資源を活かした商品開発が積極的に展開されています。
　こうした食産業に携わる方々を応援するため、食品表示の基礎知識を学ぶ「食品表示セミナー」、農商
工連携を成功に導くための「農商工連携及び地域資源活用に係る事業化セミナー」そして、ビジネスマッ
チングの創出の場としてのＦＣＰ岩手ブランチ「いわて食産業ビジネス大交流会」、以上の三部構成で

「いわて食産業ビジネスフォーラム」を開催します。皆様の参加をお待ちしております。

平成29年1月24日（火） 13:00～17:15
ホテルルイズ ３階「万葉の間」 （第一部・第二部）/14階「ラ フォンテーヌ」（第三部） (岩手県盛岡市盛岡駅前通７－15 ☎019-625-2611 )

13:00－13:05 開会・挨拶
第一部　食品表示セミナー

13:05－14:45 演題：『食品安全と食品表示の基礎2017～いのちを守る義務表示と任意表示とは？』
              講師：有限会社応用栄養学食品研究所　代表研究員　山口 廣治 氏

第二部　農商工連携及び地域資源活用に係る事業化セミナー

14:55－16:25 演題：『農商工連携を成功に導くキーワード～「事業リーダー」と「連携度合い」』 
　　　　　   講師：中小企業診断士 　村上 一幸 氏
16:30－17:15 事例紹介『三陸復興商品力向上プロジェクトにおける商品開発について』
 コーディネーター：ワニーデザイン 代表 村上 詩保 氏（岩手県産業創造アドバイザー）

第三部　FCP岩手ブランチ『いわて食産業ビジネス大交流会」

17:30－19:30 希望・農商工連携ファンドの開発製品や参加企業の商品等を
 ご試食・ご紹介しながら参加企業の交流を図ります。

無　料　(交流会参加の場合 1人4,000円 ※当日現地で申し受けます。) 

県内の中小企業者、農林漁業者、商品開発等の事業化に関心のある方。
ＦＣＰ岩手ブランチ参加事業者、行政、支援機関団体　等

開 催 日 時

プログラム

開 催 場 所

対  象  者

参  加  費

当センターHPの「おしらせ」より、申込書をダウンロード・ご記入頂き、下記にご提出下さい。申 込 方 法

講 師 紹 介

食品品質管理アドバイザー
山口 廣治 氏

明治大学経営学部卒業。大手メーカー系
マーケティング会社で営業、商品企画、リ
スクマネジメントコンサルタント、事業計画
に従事する。「地域より日本を元気に！」を目
指し、食農連携による地域活性化の支援を
行っている。 認定事業再生士、食農連携
コーディネーター他。

中小企業診断士
村上 一幸 氏

グラフィックデザイナー。特産品の商品
ディレクションとパッケージデザインなど、
県内企業への支援実績も多数。デザイ
ナーおよびディレクターとして参加した岩
手県オリジナルのプライベートブランド

『pecco（ぺっこ）』は、2014年度グッドデ
ザイン賞を受賞。　

ワニーデザイン 代表
村上 詩保 氏（岩手県産業創造アドバイザー）

平成29年1月18日（水）～20日（金）
10：00～18：00【最終日は17：00まで】

次世代モビリティプロジェクト推進室　佐々木　優
☎ 019-631-3825／URL http://www.joho-iwate.or.jp/mobilityお問い合せ

入場は無料ですが、本展への入場には招待券と名刺２枚が必要になります。詳しくはオートモーティブワールドHP（ http://www.automotiveworld.jp/home/）をご覧ください。

展示場所 東京ビッグサイト 東5ホール 小間位置E43-20
(東京都江東区有明3-11-1)開 催 日

オートモーティブワールドに
いわてショーケースカーを出展します
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ご案内 ご案内

お知らせ

県北

県南

沿岸

県二戸地区合同庁舎

花巻商工会議所

北上市基盤技術支援センター

県南技術交流センター

宮古市産業支援センター

釡石・大槌地域産業育成センター

大船渡商工会議所

2月 8日（水）
2月 1日（水）
2月 15日（水）
3月 15日（水）
1月 25日（水）
2月 22日（水）
3月 22日（水）

富沢知成（富沢特許事務所）

西澤利夫（西澤国際特許事務所）

菅原　修（菅原特許商標事務所）

西澤利夫（西澤国際特許事務所）

西澤利夫（西澤国際特許事務所）

丸岡裕作（丸岡特許事務所）

丸岡裕作（丸岡特許事務所）

I n d u s t r y  I n f o r m a t i o n I n d u s t r y  I n f o r m a t i o n

ご利用下さい！ 岩手県知財総合支援窓口
知的財産（＝特許、実用新案、意匠、商標、著作権、ノウハウ・営業秘密など）のことなら岩手県
知財総合支援窓口にお任せください！知的財産の「出願・登録」、「侵害対応」、「知的財産の管
理」、「知的人材の育成」、「知的財産を活用した経営」など知的財産に関するすべての相談にワ
ンストップで応じます。

秘 密 厳 守
相 談 無 料

アドバイザーが
ご相談にお応えします。

まずはお電話ください！

訪問支援も
行います。

訪問支援も
行います。

知財専門家が
相談支援を行います。

（弁理士、弁護士）

岩手県発明協会　☎ 019-634-0684　又は　全国共通ナビダイヤル　☎ 0570-082100
ご利用時間　9:00 ～ 17:15※12:00 ～ 13:00（休憩時間）　定休日　土・日、祝日、年末年始

岩手県知財総合支援窓口は、（独） 工業所有権情報・研修館からの請負事業として、（一社）岩手県発明協会、（地独）岩手県工業技術センター、（公財）いわて産業振興センターが共同で運営しています。

相談を希望される方は、岩手県発明協会にお電話又はホームペー
ジをご覧ください。お申込み方法等をご案内します。
岩手県知財総合支援窓口のホームページ
（http://www.iwate-hatsumei.org/chizai/）にはお申込みのため
のフォームも掲載しています。

無料相談申込み方法

　知財専門家による定期窓口相談会及び各広域振興
局管内での外部窓口相談会を行っています。

岩手県発明協会
(盛岡市北飯岡2-4-25 岩手県工業技術センター2階)

毎週木曜日　午後1時から4時まで

知財専門家による無料相談会

定期窓口相談会
会　　場

日　　時

※いずれの会場も相談時間は
　午後1時から4時までです。○外部窓口相談会（平成29年1月から平成29年3月までの開設分）

広域名 相談会場 開設日 担当弁理士

DVD・図書ライブラリーのご案内
　いわて産業振興センターでは、経営等に役立つDVD・書籍のライブラリーを設けています。DVD
は約50本、書籍は約400冊ほどを取りそろえています。センターに直接おいでいただければ、手に
とってお選びいただけますし、遠方の方でも、岩手県内の方であれば宅配便にて送付しています

（送料・返送料ともにご負担いただきます）。どうぞお気軽にご利用下さい。

・貸し出し期限は、到着後１週間以内
・貸し出し本数は、DVD10 巻、図書 10 冊まで
　（DVD・図書は一緒に貸出できます）
・料金は無料、送料は借り主負担

直接おいでい
ただく場合

利用時間（土日祝日、年末年始は利用できません）

http://www.joho-iwate.or.jp/librDVD・図書の一覧はセンターのホームページでご確認いただけます。

貸し出し条件

新　作

新入社員教育関連
タイトル 内容 収録時間 制作 製造年

新入社員の育て方・伸ばし方 
価値観のギャップを埋める

コミュニケーション 

社会人
やっていいこと・悪いこと

新入社員のための
「社会人のルール」

新入社員のための
報連相の基本

製造社員
やっていいこと・悪いこと

全2巻

・新入社員の育った背景・特徴を知る
・モチベーションを高める叱り方・教え方
・成長を促す4つのポイント

・社会人として身につけたいマナー
・心得ておきたい仕事の取り組み方
・知っておくべき社内・外でのモラル

・仕事って、どういうもの？
・仕事がうまくいかないときはどうする？
・成長があるから仕事はおもしろい

・なぜ報連相が大切なのか？
・仕事の進め方の基本とは？
・報連相にもコツがある？！
・こんなときどうする？　報連相
・仕事ができる人は報連相上手

・マナーと身だしなみ
・ルールを守る
・チームワークとは
・改善の意味と目的

約47分

約45分

約43分

約46分

1枚
35～40分

2014

2015

2008

2008

2013

PHP
研究所

PHP
研究所

PHP
研究所

PHP
研究所

PHP
研究所

タイトル 内容 収録時間 制作 製造年
＜ＩＳＯマネジメントシステム＞

内部監査のポイント
ＩＳＯ9001／ＩＳＯ14001規格理解から実践まで

全4巻

代表的なマネジメントシステムの国際規格であるISO9001と
ISO14001。
本DVDは、2015年版のISO規格の特徴をつかむと同時に、
内部監査員の育成にお役立ていただける内容となっています。 

1枚
31～86分 2015PHP

研究所

平日 午前 9 時～午後 5 時

産業支援グループ ☎ 019-631-3823 ／　019-631-3830 ／　 joho＠joho-iwate.or.jpお問い合せ

― 岩手県からのお知らせ―

岩手の仕事・就職情報サイト『シゴトバクラシバいわて』に企業紹介を掲載しませんか?
　若者やＵ・Ｉターン希望者に広く自社のことをPRしたい、就職希望者向けの自社のPRツールを増やしたいという企業のみなさまに耳よりな
お知らせです。いわてで働こう推進協議会で運営する「シゴトバクラシバいわて」では無料で求人したい企業の情報を掲載しています。
　職場の雰囲気が伝わるメッセージと写真で効果的にPR！サイトにはこんな情報を掲載します。

事業所データ
（会社概要）

事業所PRと
職場の写真社員からのメッセージ 求人情報 など

お問い合せ ジョブカフェいわて　☎ 019-621-1171／岩手県雇用対策・労働室　☎ 019-629-5591
URL　http://www.shigotoba-iwate.com/
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北上市基盤技術支援センター

県南技術交流センター

宮古市産業支援センター

釡石・大槌地域産業育成センター

大船渡商工会議所

2月 8日（水）
2月 1日（水）
2月 15日（水）
3月 15日（水）
1月 25日（水）
2月 22日（水）
3月 22日（水）

富沢知成（富沢特許事務所）

西澤利夫（西澤国際特許事務所）

菅原　修（菅原特許商標事務所）

西澤利夫（西澤国際特許事務所）

西澤利夫（西澤国際特許事務所）

丸岡裕作（丸岡特許事務所）

丸岡裕作（丸岡特許事務所）

I n d u s t r y  I n f o r m a t i o n I n d u s t r y  I n f o r m a t i o n

ご利用下さい！ 岩手県知財総合支援窓口
知的財産（＝特許、実用新案、意匠、商標、著作権、ノウハウ・営業秘密など）のことなら岩手県
知財総合支援窓口にお任せください！知的財産の「出願・登録」、「侵害対応」、「知的財産の管
理」、「知的人材の育成」、「知的財産を活用した経営」など知的財産に関するすべての相談にワ
ンストップで応じます。

秘 密 厳 守
相 談 無 料

アドバイザーが
ご相談にお応えします。

まずはお電話ください！

訪問支援も
行います。

訪問支援も
行います。

知財専門家が
相談支援を行います。

（弁理士、弁護士）

岩手県発明協会　☎ 019-634-0684　又は　全国共通ナビダイヤル　☎ 0570-082100
ご利用時間　9:00 ～ 17:15※12:00 ～ 13:00（休憩時間）　定休日　土・日、祝日、年末年始

岩手県知財総合支援窓口は、（独） 工業所有権情報・研修館からの請負事業として、（一社）岩手県発明協会、（地独）岩手県工業技術センター、（公財）いわて産業振興センターが共同で運営しています。

相談を希望される方は、岩手県発明協会にお電話又はホームペー
ジをご覧ください。お申込み方法等をご案内します。
岩手県知財総合支援窓口のホームページ
（http://www.iwate-hatsumei.org/chizai/）にはお申込みのため
のフォームも掲載しています。

無料相談申込み方法

　知財専門家による定期窓口相談会及び各広域振興
局管内での外部窓口相談会を行っています。

岩手県発明協会
(盛岡市北飯岡2-4-25 岩手県工業技術センター2階)

毎週木曜日　午後1時から4時まで

知財専門家による無料相談会

定期窓口相談会
会　　場

日　　時

※いずれの会場も相談時間は
　午後1時から4時までです。○外部窓口相談会（平成29年1月から平成29年3月までの開設分）

広域名 相談会場 開設日 担当弁理士

DVD・図書ライブラリーのご案内
　いわて産業振興センターでは、経営等に役立つDVD・書籍のライブラリーを設けています。DVD
は約50本、書籍は約400冊ほどを取りそろえています。センターに直接おいでいただければ、手に
とってお選びいただけますし、遠方の方でも、岩手県内の方であれば宅配便にて送付しています

（送料・返送料ともにご負担いただきます）。どうぞお気軽にご利用下さい。

・貸し出し期限は、到着後１週間以内
・貸し出し本数は、DVD10 巻、図書 10 冊まで
　（DVD・図書は一緒に貸出できます）
・料金は無料、送料は借り主負担

直接おいでい
ただく場合

利用時間（土日祝日、年末年始は利用できません）

http://www.joho-iwate.or.jp/librDVD・図書の一覧はセンターのホームページでご確認いただけます。

貸し出し条件

新　作

新入社員教育関連
タイトル 内容 収録時間 制作 製造年

新入社員の育て方・伸ばし方 
価値観のギャップを埋める

コミュニケーション 

社会人
やっていいこと・悪いこと

新入社員のための
「社会人のルール」

新入社員のための
報連相の基本

製造社員
やっていいこと・悪いこと

全2巻

・新入社員の育った背景・特徴を知る
・モチベーションを高める叱り方・教え方
・成長を促す4つのポイント

・社会人として身につけたいマナー
・心得ておきたい仕事の取り組み方
・知っておくべき社内・外でのモラル

・仕事って、どういうもの？
・仕事がうまくいかないときはどうする？
・成長があるから仕事はおもしろい

・なぜ報連相が大切なのか？
・仕事の進め方の基本とは？
・報連相にもコツがある？！
・こんなときどうする？　報連相
・仕事ができる人は報連相上手

・マナーと身だしなみ
・ルールを守る
・チームワークとは
・改善の意味と目的

約47分

約45分

約43分

約46分

1枚
35～40分

2014

2015

2008

2008

2013

PHP
研究所

PHP
研究所

PHP
研究所

PHP
研究所

PHP
研究所

タイトル 内容 収録時間 制作 製造年
＜ＩＳＯマネジメントシステム＞

内部監査のポイント
ＩＳＯ9001／ＩＳＯ14001規格理解から実践まで

全4巻

代表的なマネジメントシステムの国際規格であるISO9001と
ISO14001。
本DVDは、2015年版のISO規格の特徴をつかむと同時に、
内部監査員の育成にお役立ていただける内容となっています。 

1枚
31～86分 2015PHP

研究所

平日 午前 9 時～午後 5 時

産業支援グループ ☎ 019-631-3823 ／　019-631-3830 ／　 joho＠joho-iwate.or.jpお問い合せ

― 岩手県からのお知らせ―

岩手の仕事・就職情報サイト『シゴトバクラシバいわて』に企業紹介を掲載しませんか?
　若者やＵ・Ｉターン希望者に広く自社のことをPRしたい、就職希望者向けの自社のPRツールを増やしたいという企業のみなさまに耳よりな
お知らせです。いわてで働こう推進協議会で運営する「シゴトバクラシバいわて」では無料で求人したい企業の情報を掲載しています。
　職場の雰囲気が伝わるメッセージと写真で効果的にPR！サイトにはこんな情報を掲載します。

事業所データ
（会社概要）

事業所PRと
職場の写真社員からのメッセージ 求人情報 など

お問い合せ ジョブカフェいわて　☎ 019-621-1171／岩手県雇用対策・労働室　☎ 019-629-5591
URL　http://www.shigotoba-iwate.com/
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ご案内I n d u s t r y  I n f o r m a t i o n

制度のしくみ
　この「設備貸与制度」は、岩手県内の中小企
業の皆様が必要とする機械、設備をセンターが
購入し、長期・低利で貸与する公的制度です。

3年～10年3年～10年

金融機関融資と別枠です

低　利

無担保

年1.3％～1.7％年1.3％～1.7％
（固定金利）東日本大震災で直接被災した企業は更に-0.1％

長　期

平成28年度 設備貸与制度のご案内

設備導入

設備代金支払

売買契約

貸与料支払い

メーカー
ディーラー

貸与申込・契約

いわて
産業振興
センター

中小企業

条件1

条件2

条件3

TEL: 019-631-3821　FAX: 019-631-3830
http://www.joho-iwate.or.jp/setsubi

東日本大震災で設備又は事業所が被災し、市町村等が発
行する罹災証明書等の発行を受けている中小企業

商工会及び商工会議所を経由して申込をした企業

※上記のいずれかの条件を満たせば、２億円まで貸付及び保証金５％対応可能

※上記の条件を満たせば、10年以内において、返済の基準となる耐用年数の期
　間について2年を超えない範囲内で延長すること可能

※運賃・取付工事は貸付の対象となりますが、建物部分・基礎工事は対象外です。一部、対象とならな
　い業種、設備がございますので詳しくはセンターにお問合せ下さい。

※上記のいずれかの条件を満たせば、適用利率から０．１％の引下げ及び据置期
　間2年の対応可能

1 中小企業等経営強化法に基づく計画認定企業
　 （経営革新・異業種連携）
2 中小企業地域資源活用促進法に基づく事業計画認定企業
3  農商工等連携促進法に基づく事業計画認定企業
4  いわて希望ファンド、いわて農商工連携ファンド採択企業
5  自動車関連産業企業
6  加工高に対する県内企業への外注比率が10％以上の企業
7  県内企業5社以上に下請発注している企業
8  県内企業への下請発注額が1,000万円以上の企業
9  今回の設備を設置することで6 ～ 8のいずれかに該当す 
 る企業

区　分 設備貸与（割賦販売） リース

̶

̶

̶

法人：代表者１人 個人不要（経営者保証ガイドラインに準拠）

設備（建物を除く） 汎用設備（中古・車両を除く）

県内に事業所･工場を
有する中小企業

（企業組合・協業組合含む）

県内に事業所･工場を
有する中小企業

（企業組合・協業組合含む）

3年～10年
(導入設備耐用年数上限)

（右記条件3を満たせば10年
以内で2年延長可能）

貸与額の10％
（右記条件1を満たせば5％）

（最終償還時に返済）

3年～10年
(導入設備耐用年数上限)

（右記条件3を満たせば10年
以内で2年延長可能）

年率1.30％～1.70％（固定金利）
（お申込企業様の財務内容により決定）
（右記条件2を満たせば－0.1％）

5年＝1.867％（参考）
7年＝1.389％（参考）

100万円～１億円
（右記条件1を満たせば２億円)

100万円～１億円
（右記条件1を満たせば２億円)

対象企業

貸付期間

貸付限度額
（消費税含む）

対 象 設 備

保 証 金

リー ス 料
（ 月 額 ）

利 息
（貸与損料）

連帯保証人

お問い合せ 総務・金融グループ

■発　　行／公益財団法人 いわて産業振興センター
 〒020-0857  盛岡市北飯岡2丁目4-26（岩手県先端科学技術研究センター2F）
 ［TEL］019（631）3823　［E-mail］joho@joho-iwate.or.jp　［URL］http://www.joho-iwate.or.jp/
■発 行 日／2017年1月10日
■編集印刷／川嶋印刷株式会社 この冊子は地球に優しいベジタブルオイルインクを使用しています。
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